
　　　　　呉竹総合支援学校は、肢体不自由の養護学校として全国で５番目に開校しました。現在は、総合制の

支援学校として、知的障害や肢体不自由など障害種を越えて、ともに子どもたちが学んでいます。昨年度の研究

は、「ウェルビーイングな学校をめざして（一年次）」をテーマに「やってみたい」「なんとかなる」「自分らし

く」「ありがとう」の姿を引き出し、子どもも教職員も育つウェルビーイングな学校づくりをめざして取組を行

いました。

　研究二年次である今年度は、「ウェルビーイングな学校をめざして（二年次）」をテーマに、子どもの強みから

スタートし、ウェルビーイングにつなげるポジティブアプローチである４Dモデルを参考に本校独自に作成した

幸せへの道しるべ（MAP）を用いて、学部ごとに授業実践しています。
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京都市立呉竹総合支援学校

～幸せへの道しるべ（MAP）を用いた、「やってみたい」「なんとかなる」

　　「自分らしく」「ありがとう」の４つの因子を大切にした取組～

ウェルビーイングな学校をめざしてウェルビーイングな学校をめざして

日時 令和８年 金

会場

参加
申し込み
方法

２ 13月 日

令和７年度　研究発表会　＜第一次案内＞

研究テーマ（二年次）

（二年次）

内容

9:40~16:40 【受付9:15~】

京都市立呉竹総合支援学校

①専用申込フォーム（右のQRコードからリンク取得）に必要事項を
　入力し、送信してください。
②メールを送らせていただきますので、ご確認ください。
　（一週間をめどに送らせていただきます）

【令和8年1月9日(金) 〆切り】
　※定員に達し次第、締め切らせていただきます

発表会の内容詳細につきましては、二次案内にてお知らせします（11月頃予定）

〒612-0061 京都市伏見区桃山福島太夫北町５２
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受付 全体説明 公開授業 昼食
校長挨拶

研究概要
休憩 ポスター発表 休憩

講演

高知大学

教授　西村  健一　氏

終了

小学部 遊びの指導や生活単元学習、教科指導などを
通して、家庭生活、地域生活につなげる

中学部
様々な要素を総合的・探求的に学習すること
を通して、興味関心の幅を広げたり、主体的
に行動したりする力を身に付ける

高等部
探求的な学習を通して、主体的に考え行動す
る力を身に付け、学校・家庭・地域の中で社
会参加と自立に向けた実用的な力を伸ばす

高知大学高知大学    教育学部教育学部    教授　西村教授　西村      健一 氏　健一 氏　

「幸せへの道しるべ（MAP）を用いて、
　　　　　ウェルビーイングな姿について考え、実践した取組を発表」

講　 師
基調講演

「子どものウェルビーイング向上を目指して」

内容
9:15   9:40            9:50                             11:40   13:30               14:00    14:10                            15:20     15:30                            16:30  16:40    

公開授業
「子どもの強みからスタートするウェルビーイングにつながる授業実践」

実践報告　ポスター発表

※京都市では、個別の包括支援プランの目標に基づき、各教科等を合わせた指導を行っております。

問い合わせ先
京都市立呉竹総合支援学校
〒612-0061 京都市伏見区桃山福島太夫北町５２

０７５－６０１－９１０４

京阪 丹波橋駅
近鉄 丹波橋駅

月～金曜日　9:30～16:30
※祝休日、呉竹総合支援学校の休業日を除く

JR   桃山駅

市バス  南８号系統 
丹波橋駅

０７５－６０１－９０３７
交
通

から 徒歩７分

から 徒歩15分

から 徒歩４分

(9:50～11:40) おおよそ全授業を公開しています

(14:10～15:20) 全授業のポスター発表をしています


